
■ モニタリングの総合コメント
　全般に、職員は誠実・丁寧に対応しており、服務規程の遵守と個人情報の管理も適切に行われてい
た。
  相談利用件数・事業参加者数共に実施計画と前年度実績を上回った。
　相談業務については、ひとり親や寡婦全般について相談があったが、適切に情報提供が行われ家庭児
童相談室等の関係機関との連携により丁寧な対応が行われていた。
　事業については、 パソコン講座は、一般の講座に参加が難しかったひとり親の状況に配慮した託児
により、技能習得の機会と相互の仲間作りの場による自立支援の取り組みが行われている。親子交流講
座は、料理を通して子どもとのコミュニケーションを繋ぐひとり親家庭支援の取り組みとして評価でき
る。
　サークル（書道・手芸・ちぎり絵・編み物・リフォーム・和裁）は、利用者の交流・親睦・仲間作り
が促進され、施設の目的に沿った活動が行われている。
  なお、指定管理者である四日市市社会福祉協議会は、本施設と同じ四日市市総合会館内に事務局があ
るため、同協議会の既存施設を使用でき賃借料等の出費が抑えられると同時に、同協議会との連携や職
員間の協力体制がとられている。
　

■ 今後の業務改善に向けた考え方
　技能習得講座は、ひとり親が技能習得や仲間作りを通じて自立を支援するための特色ある講座として
同種の講座との差別化を図りつつ、利用者アンケートの結果等も踏まえ一層充実・発展させてていく必
要がある。
　サークル活動については、継続して利用者が増加し活性化するように図っていく。
  予算執行については、経費削減の努力がみられるが、引き続き適正執行の指導を行っていく。
　
　
　

モニタリング
の実施方針・

方法等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、
実地調査、利用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握し
た。
　その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、具
体的な業務の履行状況等についての確認結果をコメントしたうえで、「モニ
タリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」を記載し
た。

担当部課
（問合せ先）

  こども未来部こども保健福祉課家庭児童相談室

　ＴＥＬ：０５９－３５４－８２７６

　Ｅ－mail：kodomohokenfukushi@city.yokkaichi.mie.jp

平成２８年度 指定管理者モニタリングレポート平成２８年度 指定管理者モニタリングレポート平成２８年度 指定管理者モニタリングレポート平成２８年度 指定管理者モニタリングレポート

施 設 名 四日市市母子・父子福祉センター

所 在 地 四日市市諏訪町２－２　四日市市総合会館４階（市役所西隣）

指定管理者

　名　称　　　社会福祉法人　四日市市社会福祉協議会

　代表者　　　会長　伊藤  八峯

　住　所　　　四日市市諏訪町２－２
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基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

 合目的性・公平性・効果性

業務内容業務内容業務内容業務内容

 機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

 責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

 明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

安全性（安全管理・緊急時等の配慮）

 社会性（環境等への配慮）

事業収支事業収支事業収支事業収支

 経済性

団体の経営状態団体の経営状態団体の経営状態団体の経営状態

 経営の健全性

その他その他その他その他

障害者雇用に対する取組み

　総合会館全体として対応することを念頭に、社会福祉協議会事務局との連携を図りながら、緊急・災
害時の迅速かつ安全な行動を心がけている。また不審者が出現した場合には、警備委託会社や協議会事
務局への連絡も含めて、組織的な対応が可能である。緊急連絡網や防災対応マニュアルも策定されてお
り、９月に訓練を実施している。個人情報の保護についても意識向上に努めていた。

　コピーの裏紙使用や廃棄物の再利用、不用電灯を消灯するなど、施設管理面でも環境面での配慮を怠
らず、利用者に対してもゴミの分別やリサイクルなどへの協力を求めながら職員が率先して行ってお
り、公共施設としての管理運営に努めていた。

　経費節減の努力を含め適正な執行を行っている。

　貸借対照表、損益計算書などを分析した結果、大きな問題は無く、社会福祉協議会の公共性からの財
政基盤も含め、安定していると判断した。

　障害者雇用率が3.83%と法定基準の2.0%の2倍近い水準を維持すると共に、障害者支援の一環として就
労予定者の就労実習の受け入れも継続しており評価できる。

　母子・父子福祉センターは、母子家庭及び父子家庭並びに寡婦の、心身の健康保持及び生活の安定向
上のため、各種の相談に応じ、生活指導や生業の指導を行う施設である。
　ひとり親家庭や寡婦に対し、各種相談に応じつつ、技能習得や仲間作りを通じて生活の安定向上と自
立を支援する各種講座を実施し、また、利用者の交流・親睦・協力関係形成のためにサークル活動を支
援している。
　引き続きセンターの周知に努めると共に、自立支援のための技能習得講座等の企画を通じて若年齢層
も含めた利用拡大を図っていく。

　ひとり親家庭や寡婦の相談業務を行うとともに、生活の安定向上と自立支援のための技能習得講座や
サークル活動の場として利用されている。また、新たに親子交流講座が、料理を通して子どもとのコ
ミュニケーションを繋ぐひとり親家庭支援の取り組みとして行われている。
　今後も、技能習得や仲間作りを通じてひとり親の生活の安定向上と自立を支援する特色ある講座とし
て、利用者アンケートの結果等も踏まえながら充実発展していくことができると考えられる。
　また、活動団体「四日市母子寡婦福祉会」や「三重県母子・父子福祉センター」等との連携を図るこ
とにより、ひとり親家庭の生活向上にさらに役立てることができると考える。

　条例・規則等を遵守し、年間を通じて適切に事業を運営されていた。
　センターには職員３名を常時２名勤務となる様に配置し、同一建物内に常駐する社会福祉協議会事務
局地域福祉課長が所長を兼務することで、同協議会との連携も含めて円滑な運営・施設管理施設が行わ
れている。また、研修等により職員の資質向上が図られている。

　指定管理における事業費、人件費等の支出については適正に処理され、経理関係書類も整理されてい
た。毎日の利用状況や事業に関する書類も整理されており、定期的に内容の確認とチェックが、適正か
つ明瞭に執行された。
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1.施設の概要 平成２８年度　

施設名

所在地

設置目的

設置の根拠

（法令、条例等）

敷地面積（㎡）

延床面積（㎡）

事業概要

２．運営状況

計画対比

開館日数 ２００日以上 ２４４日 ４４日

開館時間 ９:００～１７:００ ９：００～１７：００ 計画通り

３．利用実績

計画対比

延べ利用者数 １，３００人 １，５０１人 ２０１人

平均利用率 平均 ５．３人／日 ６．２人／日 ０．９人／日

項目 実施計画
実施内容

（事業報告書）

項目 実施計画
実施内容

（事業報告書）

　母子及び父子並びに寡婦福祉法及び四日市市母子・父子福祉センター条例

施設の概要

設備の概要

－

222㎡

　四日市市総合会館4階の一部を事務室（相談室含む）として使用してい
るほか、講座・サークル活動では別途技能習得室や会議室も、用途・人数
に応じて活用している。

　ひとり親家庭や寡婦を対象として、各種相談、技能習得や仲間作りを通
じた生活の安定向上と自立支援のための各種講座、利用者の交流・親睦・
協力関係形成のための自主サークル活動の支援を実施

施設概要調書　　　　

四日市市母子・父子福祉センター  所管課：こども保健福祉課

　　四日市市諏訪町２－２
　　四日市市総合会館４階（市役所西隣）

 　設置年月：平成２年３月27日　

母子家庭及び父子家庭が、心身の健康を保持し生活の安定と向上を図るため、各種の相談に
応ずるとともに、生活指導及び生業の指導を行う等の福祉のための便宜を総合的に供与する
ことを目的として設置
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４．事業収支 （単位:円）

計画対比

4,793,000 4,793,000 0

4,793,000 4,793,000 0

3,629,000 2,882,922 △ 746,078

745,000 1,125,496 380,496

361,000 598,376 237,376

0 0 0

50,000 0 △ 50,000

0 0 0

50,000 0 △ 50,000

40,000 85,200 45,200

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

244,000 441,920 197,920

419,000 176,463 △ 242,537

0 0 0

4,793,000 4,184,881 △ 608,119

0 608,119 608,119

事業費（技能習得等）

一般管理費

支出計

収　支

　通信運搬費

　広告料

　手数料

　保険料

　委託料

　賃借料

管理費

　消耗品費

　燃料費

　印刷製本費

　光熱水費

　修繕料

項目 実施計画
実施内容

（事業報告書）

指定管理料

収入計

人件費
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チェックシート①

１．運営企画

計画対比

２００日以上 　　　　２４４日 　　　　４４日 仕様書に沿って適正に開館した。 適

９:００～１７:００ ９:００～１７:００ 計画通り 適

7項目 7項目 計画通り 適

２．利用実績

計画対比

個人利用者数 1,300人 1,501 201人

団体利用者数 － － －

事業参加者数 1,000人 1,031 31人

サークル（書道） 13人 15.0人 2.0人

サークル（手芸） 6人 5.8人 △0.2人

サークル（ちぎり絵） 8人 6.1人 1.9人

サークル（編物） 7人 7.1人 0.1人

サークル（和裁） 3人 2.4人 △0.6人

サークル（ﾘﾌｫｰﾑ） 6人 5.9人 0.1人

技能習得(パソコン) 10人 5.3人 △4.7人

親子交流(巻き寿司) 10人 14人 4人

平均 （244日)   66.8% （244日)   66.8% 　　(0日）0.0% 適

平日 （243日） 100.0% （243日） 100.0% 　　(0日）0.0% 適

土日祝 （1日）     0.8% （1日）     0.8%     (0日) 0.0% 適

３．事業収支

計画対比

4,793,000 4,793,000 0

0 0 0

4,793,000 4,793,000 0

3,629,000 2,882,922 △ 746,078

745,000 1,125,496 380,496

361,000 598,376 237,376

0 0 0

50,000 0 △ 50,000

0 0 0

50,000 0 △ 50,000

40,000 85,200 45,200

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

244,000 441,920 197,920

419,000 176,463 △ 242,537

0 0 0

4,793,000 4,184,881 △ 608,119 適

0 608,119 608,119 適

適否

収入計

適

稼働率

事業参
加者実
績

サークルは熱心な取り組みが見られ、引
き続き延べ参加人数が増加している。
パソコン講座は、ひとり親に対して技能
習得や仲間づくりを通じて生活の安定向
上と自立を支援する場となっている。
託児付きで参加者に配慮した特色ある講
座として、ひとり親に技能習得の機会を
提供できている点は評価できる。

指定管理料

相談利用件数・事業参加者数共に実施計
画と前年度実績を上回った。特に相談利
用者数が約６割の増加となった。

延べ利
用者数

検証・分析等

計画どおりに執行された

　消耗品費

適否

項目 実施計画

項目 実施計画 実施内容

実施内容

開館日数

開館時間

総合コメント
　利用者との信頼関係に基づき良好な運営がなされていた。
  職員の家庭事情等もあり職員体制が安定しない中でも、技能習得講座に加えて親子交流講座を追加するなどの努
力が見られ、相談利用件数・事業参加者数共に実施計画と前年度実績を上回ったが、最終的な事業費支出は計画よ
り少なくなった。
  全体的には指定管理受託金の中で適切に運用されている。

適

適

一般管理費

　広告料

　燃料費

人件費

収　支

支出計

　通信運搬費

事業費（技能習得等）

　委託料

　修繕料

勤務体制　　職員配置：
センター所長（社協地域福祉課長兼務）
1名
臨時職員（非常勤）　３名

消耗品費と賃借料において、作品展につ
いて展示の充実やこれまで使っていたも
のが更新期を迎えたことなどで増加して
いるが、事業費では技能習得講座の謝金
を交渉で低く抑えるどの節減努力が見ら
れた。
人件費について職員の家庭事情等により
勤務日数が減ったため支出が減ったこと
もあり、最終的な事業費支出は計画より
少なくなった。

管理費

　印刷製本費

　光熱水費

　手数料

　賃借料

　保険料

平成２８年度　母子・父子福祉センター　運営状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　運営状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　運営状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　運営状況　チェックシート

項目 実施計画 実施内容 検証・分析等

検証・分析等

適否

事業開催

適

適

-98-



チェックシート①-２

適否判断

        適

収入         適

支出         適

平成２８年度　母子・父子福祉センター　運営状況　チェックシート①－２平成２８年度　母子・父子福祉センター　運営状況　チェックシート①－２平成２８年度　母子・父子福祉センター　運営状況　チェックシート①－２平成２８年度　母子・父子福祉センター　運営状況　チェックシート①－２

事業
収支

事業分析

　全体的に指定管理受託金の中で適切に運用され適正な執行が行われていた。
　また、家庭児童相談室の母子・父子自立支援員等との定期的な連携の中で、
運営状況の確認が行われ適正な経理事務なされていた。

　収入は市からの受託金のみ。今後も収入見込みは変わらず。

開館日数：２４４日
延べ利用者数：１，５０１人
稼働率：６６.８％
  相談利用件数・事業参加者数共に実施計画と前年度実績を上回った。特に相
談利用者数が約６割の増加となった。
  事業については、 パソコン講座は、一般の講座に参加が難しかったひとり親
の状況に配慮した託児により、技能習得の機会と相互の仲間作りの場による自
立支援の取り組みが行われている。親子交流講座は、料理を通して子どもとの
コミュニケーションを繋ぐひとり親家庭支援の取り組みとして評価できる。

項目

利用実績
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チェックシート②

分類 対象 項目 確認方法 検証・分析等 適否

業務従業者
の要件等

業務執行体制（各業務・作業責任者等）が明確になってい
るか、また、変更した場合連絡先を市に届出されているか

書類確認 確認し問題なし 適

法令等の遵
守

法令等で定められた書類を提出したか 書類確認 確認し問題なし 適

各業務計画書・報告書は提出されたか 書類確認 提出あり 適

自主事業の計画書・報告書は提出されたか 書類確認 提出あり 適

収支予算書・決算書は提出されたか 書類確認 提出あり 適

意思疎通
市と指定管理者の責任者との間で十分に連絡がなされてい
るか

実施確認
定期的に訪問し、十分に情報共有が
行われている。

適

各種業務計画書が整備、保管されているか 書類確認 確認し問題なし 適

業務日誌等の報告書、点検記録は整備、保管されているか 毎月書類確認 確認し問題なし 適

整備・修繕・事故・故障の履歴は整備、保管されているか
（事業期間終了時まで）

書類確認 確認し問題なし 適

付保している保険を市に通知しているか（更新を含む）

緊急事態発生時の対処マニュアル（緊急連絡網の掲示を含
む）が整備、保管されているか

書類確認 確認し問題なし 適

緊急発生時、ないし危険が予測される場合に直ちに措置を
講じたか

－ 緊急事態発生なし －

事故等の報告書が提出されたか － 事故なし －

点検・保守は確実に行われているか

法定点検、検査は選任資格者の責任によって計画・実施さ
れているか

取扱説明書 機器等の取扱説明書が整備・保管されているか 書類確認 問題なし 適

点検・保守は確実に行われているか

法定点検、検査は選任資格者の責任によって計画・実施さ
れているか

取扱説明書 機器等の取扱説明書が整備・保管されているか 書類確認 問題なし 適

点検・保守 点検・保守は確実に行われているか 現状確認 担当職員が保守・点検する 適

外構施設
保守管理

点検・保守 点検・保守は確実に行われているか

清掃業務 清掃 清掃は確実に行われているか

業務が計画書に基づいて実施されているか

不審者に対し適宜質問をしたり、警察へ通報する等のマ
ニュアルを作成しているか

鍵管理 マスターキー等の管理は適切か 現状確認 問題なし 適

防災 マニュアルは作成されているか 現状確認 作成されている 適

樹木管理 剪定時期等は適切か

花壇管理 四季の植栽は適切か

行事開催案
内

パンフレット類は整備されているか 現状確認 整備されている 適

ホームペー
ジ作成

ホームページは更新されているか 現状確認 更新されている 適

機器管理 研修を実施しているか

更新・変更は常になされているか

トラブルに対応したか

建築物保
守管理

管理シス
テム受付
業務

総合コメント：業務の管理・各種報告書作成・提出等は、仕様書通り適切に行われており、業務の履行状況は適
正であると判断する。

各種管理記
録等の整備
保管

非常時・緊
急時の対応

設備保守
管理

点検・保守

平成２８年度　母子・父子福祉センター　業務の履行状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　業務の履行状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　業務の履行状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　業務の履行状況　チェックシート

システム管
理

総則

備品・什
器等保守
管理

点検・保守

業務等

植物育成
管理業務

施設利用
案内

報告書等の
提出

警備業務
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チェックシート③

項目 実施計画 実施内容 検証・分析等 適否

サークル（書道）

趣味を通じた生きがいやふれ
あいづくりを目的としたサー
クル
開催回数　　２４回
開催期間　28年4月～29年3月
毎　　月　　２回

定員なし
延べ３５９名の利用があっ
た。

継続参加者が多く利用者も増
加し、仲間づくりの機会・交
流の場として定着している。

適

サークル（手芸）

趣味を通じた生きがいやふれ
あいづくりを目的としたサー
クル
開催回数　　２４回
開催期間　28年5月～29年3月
毎　　月　２回

定員なし
延べ１３８名の利用があっ
た。

継続参加者が多く利用者も増
加し、仲間づくりの機会・交
流の場として定着している。

適

サークル（ちぎり絵）

趣味を通じた生きがいやふれ
あいづくりを目的としたサー
クル
開催回数　　１２回
開催期間　28年4月～29年3月
毎　　月　　１回

定員なし
延べ７３名の利用があった。

継続参加者が多く、仲間づく
りの機会・交流の場として定
着しているが、通年で利用者
数が減少しており、新規加入
者確保等の方策を考える必要
がある。

適

サークル（編物）

趣味を通じた生きがいやふれ
あいづくりを目的としたサー
クル
開催回数　　２３回
開催期間　28年4月～29年3月
毎　　月　　２回

定員なし
延べ１６４名の利用があっ
た。

継続参加者が多く利用者も増
加し、仲間づくりの機会・交
流の場として定着している。

適

サークル（和裁）

趣味を通じた生きがいやふれ
あいづくりを目的としたサー
クル
開催回数　　３２回
開催期間　28年4月～29年3月
毎　　月　　３回

定員なし
延べ７８名の利用があった。

継続参加者が多く、仲間づく
りの機会・交流の場として定
着しているが、通年で利用者
数が減少しており、新規加入
者確保等の方策を考える必要
がある。

適

サークル（ﾘﾌｫｰﾑ）

趣味を通じた生きがいやふれ
あいづくりを目的としたサー
クル
開催回数　　２４回
開催期間　28年4月～29年3月
毎　　月　　２回

定員なし
延べ１４２名の利用があっ
た。

継続参加者が多く利用者も増
加し、仲間づくりの機会・交
流の場として定着している。

適

技能習得（パソコン）

ひとり親家庭及び寡婦の生活
の安定と自立を促進するため
の技能習得講座として、パソ
コン講座を開催
開催回数 　６回　×　２期
開催期間　28年9月～28年10月
　　　　  29年2月～29年3月
延べ参加予定　１２０名

定員１０名
延べ６３名の利用があった。

昨年度からワードに加え、エ
クセル講座を実施している。
託児付きで技能習得や仲間作
りを通じてひとり親の自立を
支援する特色ある講座として
好評であった。

適

親子交流（巻き寿司）

ひとり親家庭及び寡婦の生活
の安定と自立を促進するため
技能習得講座として、履歴書
作成講座を開催
開催回数 1回 × 1期
開催期間　29年2月
延べ参加予定　１０名

定員１０名
計１４名の利用があった。

親子交流として新たに実施。
料理を通じて子どもとのコ
ミュニケーションを繋ぐひと
り親家庭支援の取り組みとし
て好評であった。

適

総合コメント
　サークルについては、仲間作りの機会・交流の場として定着しており、10月の作品展を目指して熱心な活動が
見られた。今後の発展のためにも、引き続き新規加入者確保等の努力を継続する必要がある。
 パソコン講座は、一般の講座に参加が難しかったひとり親の状況に配慮した託児により、技能習得の機会と相
互の仲間作りの場による自立支援の取り組みが行われている。
　親子交流講座は、料理を通して子どもとのコミュニケーションを繋ぐひとり親家庭支援の取り組みとして評価
できる。

平成２８年度　母子・父子福祉センター　自主事業の実施状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　自主事業の実施状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　自主事業の実施状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　自主事業の実施状況　チェックシート
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チェックシート④

分類 対象 項目 確認方法 検証・分析等 適否

意思疎通
市と指定管理者の責任者との間で十分に連絡が
なされているか

現状確認
毎月担当職員が訪問し、また
必要な都度連絡調整を行って
いる

適

記録
整備・修繕・事故・故障の履歴は整備、保管さ
れているか

書類確認
その都度報告あり。履歴は整
備・保管されている

適

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

修理 修繕工事は適切であったか

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

修理 修繕工事は適切であったか

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

現状確認 適

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

書類確認 適

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

書類確認 適

修理 修繕工事は適切であったか － 修繕なし －

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

修理 修繕工事は適切であったか

平成２８年度　母子・父子福祉センター　設備・備品の維持管理状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　設備・備品の維持管理状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　設備・備品の維持管理状況　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　設備・備品の維持管理状況　チェックシート

備品・什
器等保守
管理

点検保守

外構施設
保守管理

点検保守

備品台帳に基づき状況確認し
ており、支障が発生した場合
には当課に連絡が入るように
なっていて、検査についても
規定に基づき執行されている

総合コメント
　備品・什器等の保守管理については、台帳に基づき定期的に点検がなされており、修繕工事の必要なものはな
かった。適正な維持管理がされていると判断する。

総則

建築物保
守管理

点検保守

設備保守
管理

点検保守
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チェックシート⑤

分類 対象 項目 確認方法 検証・分析等 適否

スムーズに予約できたか 実地確認 スムーズに予約できている。 適

許可証は速やかに発行されたか 実地確認 問題なく行われている。 適

行事開催案内の時期は適切か 実地確認
実施の１～２か月前に案内し
ており適正である。

適

ホームページは見易いか HP確認
画面構成・内容ともわかりや
すいものであった。

適

担当者の接客態度は良かったか アンケート確認 良好であった。 適

使用者に対する指導は適切であったか アンケート確認 適切であった。 適

業務従業者は名札を着用しているか 現状確認 着用していた。 適

運営業務 講座やイベントは満足できる内容であったか
アンケート確認
・ヒアリング

パソコン講座については自立
支援につながる満足できる内
容であった。

適

施設が利用に支障をきたすような状況のまま
放置されていないか

実地確認 適切に管理されていた。 適

設備が利用に支障をきたすような状況のまま
放置されていないか

実地確認 適切に管理されていた。 適

トイレットペーパー、消毒用品、手洗い用石
鹸は常に補給されているか

全体的（駐車場を含）に、見た目清潔に保た
れているか

警備業務 避難経路には障害物がないか

機能・美観が良好な状態に保たれ、利用者が
安全に利用することができるか

利用に支障をきたすような状況のまま放置さ
れていないか

樹木・花壇は見栄え良く管理されているか

草刈りや除草はされているか

環境衛生管
理業務

快適に利用できる環境となっていたか 現状確認
快適に利用できる環境となっ
ていた。

適

廃棄物処理
業務

廃棄物は適切に分別が行われていたか 現状確認
廃棄物は適切に分別が行われ
ていた。

適

備品管理業
務

利用に支障をきたすような状況のまま放置さ
れていないか

現状確認 適切に管理されていた。 適

総合コメント
　運営・維持管理については、運営状況等を家庭児童相談室で母子・父子自立支援員等により定期に確認して
おり適正に行われていた。また、技能習得講座は、就労目的や託児付きを理由とした受講と利用者アンケート
結果が多く、自立支援のための講座としての役割を果たしている。

施設・設備
の保守管理
業務

外構・植栽
管理業務

清掃業務

維
持
管
理
業
務

平成２８年度　母子・父子福祉センター　サービスの質　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　サービスの質　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　サービスの質　チェックシート平成２８年度　母子・父子福祉センター　サービスの質　チェックシート

運
営
業
務

使用許可、
利用料金の
徴収

施設利用案
内

受付・応対
業務

-103-


